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住
宅
等
の
建
替
え
・
修
繕
に

住
宅
等
の
建
替
え
・
修
繕
に「
日
田
材
」又
は「
家

具
ポ
イ
ン
ト
」を
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
対
象
・
条
件

・
7
月
の
大
雨
に
よ
っ
て
被
災
し
た
住
宅
の
建

　
替
え
・
修
繕
又
は
店
舗
等
の
修
繕

・ 

年
度
内
に
完
成（
建
替
え
に
つ
い
て
は
上
棟

等
）の
確
認
が
で
き
る
こ
と

・
市
内
の
業
者
が
施
工
す
る
こ
と

・
り
災
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と

※ 

そ
の
他
、条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、顔

の
見
え
る
日
田
材
の
家
づ
く
り
等
推
進
協
議

会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
支
給
内
容
　
日
田
材
又
は
家
具
ポ
イ
ン
ト

・
建
替
え
…
最
大
45
万
円
分

・
修
繕
…
最
大
20
万
円
分

■ 

申
込
・
問
合
先
　
顔
の
見
え
る
日
田
材
の

　
家
づ
く
り
等
推
進
協
議
会

　
日
田
市
大
字
東
有
田
２
７
７
６
番
地
６

　（
ウ
ッ
ド
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
内
）

　
☎
㉔
２
１
６
７（
日
田
木
材
協
同
組
合
内
）

問
林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
３
６
２（
市
役
所
３
階
）

浄
化
槽
等
の
被
害

自
宅
の
浄
化
槽
又
は
汲
み
取
り
便
槽
に
土
砂
等

が
流
入
し
た
場
合
は
、引
き
抜
き
処
理
に
対
す

る
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
浄
化
槽
管
理
業
者

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
水
・
環
境
係

　
☎
㉒
８
３
５
７（
市
役
所
2
階
）

被
災
証
明
書
の
申
請
手
続

被
災
証
明
書
と
は
、自
然
災
害
に
よ
る
被
害
の

事
実
を
証
明
す
る
も
の
で
す（
被
災
の
程
度
を

証
明
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
証
明
書

②
…
日
本
学
生
支
援
機
構
に
申
込
み

■
申
込
先
・
問
合
せ

　（
独
）日
本
学
生
支
援
機
構

　
☎
０
３
‐
６
７
４
３
‐
６
０
１
１

※ 

詳
細
は
日
本
学
生
支
援
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
下
記
二
次
元
コ
ー

ド
）を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４（
市
役
所
別
館
３
階
）

就
学
援
助
制
度
の
申
請

豪
雨
災
害
に
よ
る
影
響
、離
職
、世
帯
構
成
の

変
化
な
ど
に
よ
っ
て
家
計
が
急
変
し
た
人
で
、

小
・
中
学
校
の
費
用
に
お
困
り
の
人
を
対
象
に
、

学
用
品
費
な
ど
の
費
用
の
一
部
を
援
助
し
て
い

ま
す
。
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※ 

現
在
の
収
入
が
証
明
で
き
る
書
類
等
の
提
出

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
又
は
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課
学
務
係

　
☎
㉒
８
２
２
１（
市
役
所
別
館
２
階
）

災
害
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法
に
注
意

大
雨
な
ど
の
自
然
災
害
時
に
は
、そ
れ
に
便
乗

し
た
悪
質
商
法
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
被

災
地
域
だ
け
で
な
く
、そ
れ
以
外
の
場
所
で
も

悪
質
商
法
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
特

に
最
近
は「
火
災
保
険
を
使
っ
て
自
己
負
担
な

く
住
宅
の
修
理
が
で
き
る
」な
ど
、「
保
険
金
が

使
え
る
」と
勧
誘
す
る
手
口
の
ほ
か
、義
援
金
詐

欺
の
相
談
も
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
義
援
金
は
、確
か
な
団

体
を
通
し
て
送
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
困
っ

た
際
は
そ
の
場
で
決
め
ず
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
９
３
９
３（
市
役
所
６
階
）

の
発
行
は
、原
則
と
し
て
、被
害
を
受
け
た
事

実
に
対
し
て
、立
証
、確
認
で
き
る
も
の
に
つ

い
て
の
み
で
す
。

※ 

事
前
に
保
険
会
社
等
へ
被
災
証
明
書
が
必
要

か
確
認
し
た
上
で
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
証
明
事
項
　
被
災
の
事
実

■ 

対
象
　
動
産（
家
財
・
車
な
ど
）、被
害
程
度

の
判
定
を
必
要
と
し
な
い
住
家
・
非
住
家
　
　

■ 

受
付
場
所
　
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係（
市

役
所
１
階
）、各
振
興
局
・
振
興
セ
ン
タ
ー

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　 

被
災
証
明
願
、被
災
状
況
が
確
認
で
き
る
写

真
、本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※ 

証
明
願
に
は
、被
災
場
所
の
自
治
会
長
か
ら

の
記
入
と
押
印
が
必
要
で
す
。

※ 

本
人
又
は
同
一
世
帯
員
以
外
が
申
請
す
る
場

合
は
、委
任
状
が
必
要
で
す
。

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４（
市
役
所
1
階
）

奨
学
金
緊
急
採
用
及
び

返
還
猶
予
受
付
の
お
知
ら
せ

災
害
や
失
業
等
に
よ
っ
て
家
計
が
急
変
し
た
人

を
対
象
に
、奨
学
金
の
貸
与
及
び
返
還
猶
予
の

申
込
み
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
返
還
猶

予
の
申
込
み
等
、詳
細
は
下
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■ 

緊
急
採
用
の
申
込
資
格
　
次
の
①
～
⑤
の
要

件
を
全
て
満
た
す
満
24
歳
以
下
の
人

① 

令
和
５
年
度
に
高
校
、高
専
、専
修
学
校（
高

等
課
程
及
び
専
門
課
程
に
限
る
）、短
大
、大

学（
大
学
院
を
除
く
）に
在
学
中
の
人

② 

学
業
そ
の
他
の
優
れ
た
資
質
を
有
す
る
と
認

め
ら
れ
る
人

③ 

保
護
者
が
引
き
続
き
２
年
以
上
市
内
に
住
所

を
有
し
て
い
る
人

④
保
護
者
が
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人

⑤ 

経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
学
資
の
資
金
調
達
が

困
難
な
人

※ 

貸
与
を
受
け
る
際
は
、連
帯
保
証
人（
2
人
）

の
選
任
が
必
要
で
す
。

■
貸
与
限
度
額（
月
額
）

・
高
校
　
自
宅
：
８
千
円

　
　
　
　
自
宅
外
：
１
万
５
千
円

※ 

鉄
道
又
は
バ
ス
で
通
学
を
行
う
場
合
は
、右
記

の
月
額
に
４
千
円
を
上
限
に
加
算
で
き
ま
す
。

・
高
専
　
１
万
７
千
円
　

・
専
修
学
校
・
短
大
・
大
学
　
３
万
円

■
利
子
　
無
利
子

■ 

返
済
方
法
　
卒
業
の
日（
進
学
の
場
合
は
進

学
し
た
学
校
を
卒
業
し
た
日
）か
ら
１
年
間

据
え
置
き
、以
降
15
年
以
内
に
月
賦
・
半
年

賦
・
年
賦
・
一
括
の
い
ず
れ
か
で
返
済
。ま

た
、全
部
又
は
一
部
を
繰
り
上
げ
て
返
済
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４（
市
役
所
別
館
３
階
）

日
本
学
生
支
援
機
構
に
よ
る

被
災
し
た
学
生
へ
の
支
援
策

（
独
）日
本
学
生
支
援
機
構
が
給
付
奨
学
金
の
家

計
急
変
採
用
、貸
与
奨
学
金
の
緊
急
採
用
等
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
支
援
策
・
対
象

①
給
付
・
貸
与
奨
学
金

 

　 

災
害
に
よ
っ
て
家
計
が
急
変
し
、奨
学
金
の

給
付
又
は
貸
与
を
希
望
す
る
高
等
専
門
学

校
・
専
修
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学
に
在
学

中
の
学
生

②
減
額
返
還
・
返
還
期
限
猶
予

　 

災
害
等
に
よ
っ
て
奨
学
金
の
返
還
が
困
難
と

な
っ
た
人

③
災
害
支
援
金

　 

災
害
に
よ
っ
て
学
生
本
人
や
そ
の
生
計
維
持

者
が
現
に
住
ん
で
い
る
家
が
、半
壊
以
上
や

床
上
浸
水
等
の
被
害
を
受
け
た
人

■
申
込
方
法

①
③
…
在
学
の
学
校
を
通
じ
て
申
込
み
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こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、詳

細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・ 

所
得
証
明
書（
最
新
年
度
分
）、り
災
証
明
書
、

滞
納
の
な
い
証
明
書
、住
民
票
の
謄
本
及
び

印
鑑
証
明
書

※ 

日
田
市
住
宅
再
建
支
援
金
、災
害
援
護
資
金

で
必
要
な
住
民
票
等
は
無
料
で
交
付
し
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３（
市
役
所
1 

階
）

住
宅
等
に
か
か
る
土
砂
撤
去

家
屋
な
ど
に
入
り
込
ん
だ
土
砂
や
倒
木
の
撤
去

を
行
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
施
設
は
住
居
、公

民
館
、集
会
所
、里
道
、水
路
な
ど
で
す
。

問
防
災・危
機
管
理
課
防
災・危
機
管
理
係

　
☎
㉒
８
３
６
３（
市
役
所
４
階
）

使
用
済
み
の
土
の
う
に
つ
い
て

大
原
土
の
う
置
き
場
か
ら
持
ち
出
し
、災
害
時

に
使
用
し
た
土
の
う
に
つ
い
て
は
、各
自
で
次

の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
地
域
で
再
利
用
の
た
め
に
保
管

・ 

袋
か
ら
土
を
取
り
出
し
、地
域
等
の
敷
地
内

で
処
分（
袋
は
燃
え
る
ご
み
で
処
分
）

※ 

土
が
入
っ
た
ま
ま
の
状
態
で
ご
み
と
し
て
出

さ
れ
て
も
、回
収
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
防
災・危
機
管
理
課
防
災・危
機
管
理
係

　
☎
㉒
８
３
６
３（
市
役
所
４
階
）

被
災
住
宅
の
応
急
修
理

住
宅
が
準
半
壊・半
壊・中
規
模
半
壊・大
規
模

半
壊
の
被
害
を
受
け
、住
宅
の
居
室・台
所・ト

イ
レ
等
日
常
生
活
に
必
要
な
最
小
限
度
の
部
分

を
応
急
的
に
修
理
す
る
必
要
が
あ
る
人
は
、修

理
費
用
の
一
部
を
負
担
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す

医
療
機
関
の
受
診
に
つ
い
て

災
害
に
よ
っ
て
保
険
証
を
紛
失
し
て
も
病
院
を

受
診
で
き
ま
す
の
で
、医
療
機
関
等
の
窓
口
で

次
の
こ
と
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

【
国
民
健
康
保
険（
組
合
）・

  

後
期
高
齢
者
医
療
の
人
】　

・
住
所
、氏
名
、連
絡
先
、生
年
月
日

※
国
保
組
合
の
人
は
組
合
名
。

【
被
用
者
保
険（
社
会
保
険
等
）の
人
】　

·

氏
名
、連
絡
先
、生
年
月
日
、事
業
所
名

【 

保
険
証
の
再
発
行

  （
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
）】

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・ 

印
鑑
、運
転
免
許
証
等
顔
写
真
付
き
本
人
確

認
書
類
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

※ 
被
災
状
況
等
に
よ
っ
て
、医
療
機
関
の
窓
口

で
の
支
払
い
が
不
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１（
市
役
所
１
階
）

日
田
市
災
害
被
災
者
住
宅
再
建
支
援
金

次
の
よ
う
な
被
害
に
遭
わ
れ
た
建
物
に
お
住
ま

い
の
人
は
、日
田
市
災
害
被
災
者
住
宅
再
建
支

援
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
全
壊 

　
②
大
規
模
半
壊
　
③
中
規
模
半
壊
　

④
半
壊
　
⑤
準
半
壊（
床
上
浸
水
）　

⑥
準
半
壊
に
至
ら
な
い
一
部
損
壊（
床
上
浸
水
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の
　

・
住
民
票
、り
災
証
明
書
、通
帳
の
写
し
等

問
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３（
市
役
所
1 

階
）

災
害
援
護
資
金
の
貸
付

住
居
や
家
財
に
損
害
が
あ
る
場
合
は
、災
害
援

護
資
金
の
貸
付
を
受
け
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

な
お
、所
得
の
状
況
に
よ
っ
て
貸
付
を
受
け
る

生
活
必
需
品
の
支
給

り
災
証
明
書
の
住
家
の
損
壊
の
程
度
が「
全

壊
」又
は「
大
規
模
半
壊
」で
、日
常
生
活
を
営

む
こ
と
が
困
難
な
人
を
対
象
に
、生
活
必
需
品

を
支
給
し
ま
す
。
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
支
給
用
品

　 

①
被
服
、寝
具

　
②
衛
生
用
品
、炊
事
用
具
及
び
食
器

　
③
掃
除
・
洗
濯
用
品
　
等

問
商
工
労
政
課
企
業
立
地
・
雇
用
労
働
係

　
☎
㉒
８
２
３
９（
市
役
所
３
階
）

災
害
ご
み
の
処
理

豪
雨
に
よ
っ
て
被
災
し
、壊
れ
た
り
使
用
で
き

な
く
な
っ
た
り
し
た
物
品
等
は
、災
害
廃
棄
物

と
し
て
9
月
29
日
㈮
ま
で
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
無

料
で
受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。り
災
証
明
書
又

は
被
災
証
明
書
を
ご
持
参
の
上
、分
別
し
て
清

掃
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。な
お
、

各
証
明
書
の
発
行
前
に
ご
み
処
理
を
行
い
た
い

場
合
は
、清
掃
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ま
た
、運
搬
手
段
が
な
い
人
は
、環
境
課
生
活

環
境
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

災
害
廃
棄
物
と
し
て
処
理
で
き
る
も
の
は
、

豪
雨
が
原
因
で
壊
れ
た
り
、使
用
不
能
と
な
っ

た
物
品
等
で
す
。そ
れ
以
外
は
災
害
廃
棄
物

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

9
月
29
日
㈮
ま
で
に
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
持
ち

込
め
な
い
場
合
は
、清
掃
セ
ン
タ
ー
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
㉓
０
１
１
１

　
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８（
市
役
所
２
階
）

の
で
、修
理
に
着
手
す
る
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
公
共
施
設
整
備
係

　
☎
㉒
８
３
１
２（
市
役
所
５
階
）

賃
貸
型
応
急
住
宅
の
提
供

住
宅
が
全
壊
、半
壊
又
は
床
上
浸
水
な
ど
で
住

ま
い
に
お
困
り
の
人
を
対
象
に
、賃
貸
型
応
急

住
宅
を
提
供
し
ま
す（
被
害
状
況
に
よ
っ
て
期

間
は
変
わ
り
ま
す
）。

問
建
築
住
宅
課
住
宅
係

　
☎
㉒
８
２
１
８（
市
役
所
５
階
）

農
地
・
林
地
及
び
関
連
施
設
の

災
害
復
旧
事
業

豪
雨
に
よ
っ
て
被
災
し
た
箇
所
に
つ
い
て
、国

の
復
旧
対
象
と
な
ら
な
い
小
規
模
な
災
害
復
旧

に
対
し
、補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
補
助
を
希

望
す
る
人
は
、事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
地
及
び
農
業
用
施
設
市
単
小
災
害
復
旧
事
業

■
補
助
率

・
農
地（
田
・
畑
）70
％
（
通
常
50
％
）

・ 

農
業
施
設（
た
め
池
・
頭
首
工
・
農
業
用
水

路
・
農
道
・
橋
梁
）85
％
（
通
常
65
％
）

■
対
象
事
業
費

　
10
万
円
以
上
２
０
０
万
円
未
満

　（
通
常
40
万
円
未
満
）

問
農
業
振
興
課
基
盤
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
０
２（
市
役
所
３
階
）

林
地
及
び
林
業
用
施
設
市
単
小
災
害
復
旧
事
業

■
補
助
率

・
林
地（
人
家
裏
災
害
）70
％
（
通
常
50
％
）

・
施
設（
林
業
作
業
道
等
）85
％
（
通
常
65
％
）

■
対
象
事
業
費
　

　
10
万
円
以
上
２
０
０
万
円
以
下

※ 

業
者
等
に
依
頼
し
施
工
す
る
工
事
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

問
林
業
振
興
課
基
盤
整
備
係

　
☎
㉒
８
３
６
２（
市
役
所
３
階
）

お
知
ら
せ
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市ホームページの災害に関するまとめページは、左記二次元コードをご確認ください。

●大雨に伴うイベント等の中止のお知らせ

■小鹿田焼民陶祭
　 10月に4年ぶりの開催を予定していた「小鹿田焼民陶祭」は、大雨による災害のため中止します。開催を心待ちにしていた

皆さんにはご迷惑をお掛けしますが、ご理解をお願いします。
問商工労政課地域産業支援係☎㉒８２３９（市役所３階）

■ことといの里　小野川自然プール
　 7月の大雨によって、プールに土砂が流入し、施設が破損したため、広報ひた７月１日号でお知らせしていた今年度のプール

利用を中止します。
問観光課観光企画係☎㉒８２１０（市役所３階）

写真提供／NPO法人リエラ

広がる
支援の輪
復旧へ、一歩ずつ

●豪雨災害の義援金を受け付けています

■受付窓口　会計課（市役所１階）
■受付時間　平日の午前８時30分〜午後５時
■受付口座　・大分銀行日田支店（普通）　７７１０８７９（口座名義：日田市災害義援金）
　　　　　　・ゆうちょ銀行（郵便振替口座）　００９９０‐７‐１９８６５１（口座名義：日田市災害義援金）
※ 大分銀行、全国のゆうちょ銀行、（一社）全国地方銀行協会に加盟する金融機関の本・支店の窓口（ＡＴＭを除く）は、振込

み手数料が無料です。
※ 口座への振込み（送金）の場合、原則、「領収書」の発行は行いません。発行を希望する場合は、下記にご連絡ください。
■現金書留　〒８７７‐８６０１　田島２丁目６番１号　日田市役所会計課　災害支援担当行
■受付期限　８月31日㈭

問会計課出納係☎㉒８２０７（市役所１階）
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　中
小
企
業
者
へ
の
支
援

被
災
さ
れ
た
中
小
企
業
者・小
規
模
事
業
者
へ
の

災
害
復
旧
融
資
等
の
特
別
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
特
別
相
談
窓
口
】

　
日
田
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉘
５
５
２
０（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

※ 

月
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
き
ま
す
。
事
前
に

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

【
令
和
５
年
７
月
７
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
る

  

災
害
に
関
す
る
特
別
相
談
窓
口
】

　
日
田
商
工
会
議
所
　

　
☎
㉒
３
１
８
４（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
き
ま
す
。

　
日
田
地
区
商
工
会

　
☎
�
２
９
７
６（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
き
ま
す
。

　
大
分
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
　

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
２
８
３
７

　（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
き
ま
す
。

問
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９（
市
役
所
３
階
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
料
の
減
免

災
害
に
よ
っ
て
住
宅
等
に
被
害
を
受
け
た
人

は
、介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
料（
自
己
負
担

額
）が
減
額
又
は
免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
8
２
６
４（
市
役
所
１
階
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除

大
雨
に
よ
る
被
害
に
お
け
る
放
送
料
の
免
除
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
免
除
の
対
象

　 

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
区
域
に
お
い

て
、半
壊
、半
焼
又
は
床
上
浸
水
以
上
の
程

度
の
被
害
を
受
け
た
建
物
の
放
送
受
信
契
約

■
期
間

　
令
和
５
年
７
～
８
月（
２
か
月
）

■ 

申
請
方
法

　 「
放
送
受
信
料
免
除
申
請
書
」に「
り
災
証
明

書
の
写
し（
コ
ピ
ー
）」を
添
え
て
、左
記
に

送
付

■
送
付
・
問
合
先

　
〒
８
７
０
‐
８
６
６
０

　
大
分
市
高
砂
町
２
丁
目
36
番

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
分
放
送
局

　
経
営
管
理
企
画
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
‐
５
３
３
‐
２
８
３
０

　（
平
日
／
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

※  
既
に
支
払
い
済
み
の
場
合
は
、支
払
い
済
み

の
期
間
を
２
か
月
間
繰
り
下
げ
ま
す
。
返
金

を
希
望
す
る
場
合
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
分
放
送
局

　 

経
営
管
理
企
画
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
分
放
送
局

　
経
営
管
理
企
画
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
‐
５
３
３
‐
２
８
３
０

　
防
災・危
機
管
理
課
防
災・危
機
管
理
係

　
☎
㉒
８
３
６
３（
市
役
所
４
階
）

市
税
・
県
税
等
の
減
免

市
税
等
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
市
県
民
税
、国
民
健
康
保
険
税
、介
護
保
険
料

　
災
害
に
よ
っ
て
住
宅
等
に
被
害
を
受
け
た
人

問
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
㉒
８
３
９
６（
市
役
所
１
階
）

■
固
定
資
産
税

　 

災
害
に
よ
っ
て
固
定
資
産
に
滅
失
又
は
き
損

等
の
被
害
を
受
け
た
人（
法
人
も
含
む
）

問
税
務
課
資
産
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
６（
市
役
所
１
階
）

■
自
動
車
税
、個
人
事
業
税
、不
動
産
取
得
税
等

　
災
害
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
人

問
大
分
県
日
田
県
税
事
務
所

　
☎
㉒
４
１
７
５

納
税
の
猶
予
　

市
税
や
県
税
の
徴
収
金
を
期
限
内
に
納
付
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、納
税
を
猶
予
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
日
田
県
税
事
務
所
☎
㉒
４
１
７
５

　
税
務
課
納
税
係
☎
㉒
８
２
０
５（
市
役
所
１
階
）

上
下
水
道
料
金
の
減
免

【
住
宅
等
の
清
掃
用
に
使
用
し
た
場
合
】

■
内
容

　
７・８
月
分
の
使
用
料
金
を
減
免
　

※   

前
年
同
月
の
使
用
水
量
と
比
較
し
て
使
用
料

金
を
計
算
し
ま
す
。た
だ
し
、比
較
で
き
な

い
場
合
は
前
２
か
月
の
平
均
水
量
を
と
り
、

使
用
料
金
を
計
算
し
ま
す
。

■ 

申
請
方
法

　 

下
記
に
備
付
け
の
上
下
水
道
使
用
料
金
減
免

令和５年７月大雨災害に関するお知らせ

申
請
書（
災
害
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、り

災
証
明
書
等（
コ
ピ
ー
可
）を
添
付
の
上
、左

記
に
申
請

【 

全
壊・大
規
模
半
壊・中
規
模
半
壊
・

  

半
壊・準
半
壊
と
な
っ
た
世
帯
に
つ
い
て
】

■
内
容

　
全
額
免
除（
７
月
分
の
み
）

■ 

申
請
方
法

　 

左
記
に
備
付
け
の
上
下
水
道
使
用
料
金
減
免

申
請
書（
災
害
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、り

災
証
明
書（
コ
ピ
ー
可
）を
添
付
の
上
、左
記

に
申
請

【
準
半
壊
等
で
住
宅
に
住
め
な
い
人
が

 

一
時
的
に
市
営
住
宅
等
に
入
居
す
る
場
合
】

■
内
容

　
全
額
免
除（
一
時
入
居
終
了
ま
で
、最
長
１
年
）

※
開
閉
栓
手
数
料
も
無
料
で
す
。

■ 
申
請
方
法

　 
左
記
に
備
付
け
の
上
下
水
道
使
用
料
金
減
免

申
請
書（
災
害
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、り

災
証
明
書
等（
コ
ピ
ー
可
）を
添
付
の
上
、左

記
に
申
請

※ 

い
ず
れ
も
上
下
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
又
は
各

振
興
局
で
受
付
が
で
き
ま
す
。

問
上
下
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
８
２
２
０（
市
役
所
５
階
）

　
経
営
管
理
課
窓
口
係

　
☎
㉒
８
２
２
４（
市
役
所
５
階
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免

災
害
に
よ
っ
て
被
保
険
者
又
は
そ
の
属
す
る
世

帯
の
世
帯
主
が
所
有
す
る
住
宅
等
が
被
害
を
受

け
、そ
の
被
害
額
が
住
宅
等
の
価
格
の
10
分
の

３
以
上
あ
り
、前
年
の
所
得
が
1
千
万
円
以
下

の
場
合
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１（
市
役
所
１
階
）

税
金
や
公
共
料
金
等
の
減
免

中
小
企
業
者
へ
の
お
知
ら
せ
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●県営住宅の入居者を募集します

▶入居者を募集する住宅▶入居資格
　 次の全てに該当する人（既に公営住宅に入居している

人や暴力団員の人は申込みできません）
①特に住宅に困っている人
※持ち家のある人は申込みできません。
② 市県民税等の滞納がなく、これまでに県営住宅の明渡

し請求を受けたことがない人
③ 収入が基準額を超えない人
※ 詳細は、大分県住宅供給公社日田駐在所にお問い合

わせください。
▶�申込方法　大分県住宅供給公社日田駐在所に備付け

の申込用紙で申込み
▶申込期間　
　8月7日㈪〜15日㈫　午前9時15分〜午後５時
▶抽選日・会場　 ８月18日㈮　午前11時から　
　日田総合庁舎４階　会議室

地区 住宅名（空家戸数） 間取り 摘要

朝日

朝日丘A-1（１） ３DK １階 高齢者向（E）
朝日丘A-1（１） ３DK 5階 一般向（E）
朝日丘A-2（１） ３DK 2階 一般向（E）
朝日丘A-3（１） ３DK 3階 一般向（E）

光岡 友田（４） ３LDK ３・４階 一般向（E）
桂林 城内302（１） ３DK ３階 一般向

三和
三和１A-１（１） ３DK １階 高齢者向
三和１A-１（２） ３DK ３階 一般向
三和２A-２（３） ３DK ２・３階 一般向

三芳 桃山（１） ３DK ２階 一般向

問大分県住宅供給公社日田駐在所☎㉓２４８０（日田土木事務所３階）
　建築住宅課住宅係☎㉒８２１８（市役所５階）

E：エレベーター有

問リバーフェスタin みくま川実行委員会事務局（タカクラ）☎０９０‐ ２３９５‐４５９３
　環境課水・環境係☎㉒８３５７（市役所２階）

7　　広報ひた 2023.8.１

問ホームスタート・ヒタ☎０８０‐６４４９‐２７７０
　こども家庭相談室こども家庭相談係☎㉒８２３０（市役所１階）

▶とき　10月25日㈬、11月1日㈬・8日㈬・15日㈬・
　　　  21日㈫・29日㈬、12月6日㈬・13日㈬
　　　  午前10時〜午後4時
▶ところ　市役所７階　701会議室

　「ホームスタート」 とは、子育てに不安や悩みを抱えている妊娠中の人又は就学前のお子さんがいる家庭に、確かな研修を
受けたホームビジター（ボランティア）が訪問し、傾聴（話を聴く）と協働（ともに何かをする）を行い、孤立しがちな子育てを応
援する活動です。ホームビジターになるには、全8回の講座の受講が必要です。原則、全ての講座を受講できる人で、受講
後に訪問活動に携わってくれる人を募集します。

ホームスタート（家庭訪問型子育て支援事業）
●「ホームビジター」の募集に伴い、 養成講座を開催します 【申込期限　９月20日㈬】

▶受講料　無料
▶申込方法　下記に電話で申込み

　8月20日㈰に、「第２７回リバーフェスタinみくま川」を開催します。亀山
公園や三隈川公園の周辺で、様々なアトラクションが楽しめます。是非、ご
参加ください。

●第27回リバーフェスタinみくま川

▶とき　
　8月20日㈰　午前９時〜午後３時
▶ところ
　三隈川（三隈川公園周辺〜亀山公園周辺）　
▶内容（予定）　
　ターザンロープ、YEGスライダー、ウォータートイ、SUP体験　等
※ 当日は参加料(200円）の支払いを済ませてイベントにご参加ください。
※駐車場は、河川敷をご利用ください。
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　難しい事業計画を作るわけではありません。月に数万円の稼ぎが
あればいいな、趣味を活かして地域を元気にしたいな…。そんな思い
を叶えます。大切なのは、発想力・仲間力・行動力。参加者の皆さ
んが一緒に話し合いながら、小さなしごとをするためのスキルとセンス
を学んでいきます。是非、ご参加ください。

まちのちいさなしごとづくり　受講生募集

【参加無料／場所 市役所7階 会議室／託児あり】
8月10日㈭　午後6時30分〜9時
好きなこと×地域にいいことでまちを元気にするって？

９月10日㈰　午後1時〜４時
平凡な行動計画からワクワクの行動計画へ

10月４日㈬　午後6時30分〜9時
プロジェクト途中経過報告・相談会

令和６年１月21日㈰　午前10時〜午後５時
プロジェクト発表会

８月24日㈭　午後6時30分〜9時
好きなことを形にしてみよう

第1講

第2講

第3講

第4講

第5講

NPO法人地域交流センター津屋崎ブランチ代表　山口 覚
さとる

 氏講師

申込み／問合せ

まちづくり推進課市民協働・男女共同参画推進係☎㉒７５１５（市役所６階）　🅼🅼 machidukuri@city.hita.lg.jp

上記二次元コードからも申し込みできます！
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　令和６年日田市「２０歳のつどい」の式典実施に向けて、企画や運営　令和６年日田市「２０歳のつどい」の式典実施に向けて、企画や運営
に携わってくれる実行委員を募集します。に携わってくれる実行委員を募集します。
　平日午後７時頃から月１〜２回程度で話し合いを行います。第１回目　平日午後７時頃から月１〜２回程度で話し合いを行います。第１回目
の会議は９月に開催予定です。Zoomでの参加もできます。謝礼や交の会議は９月に開催予定です。Zoomでの参加もできます。謝礼や交
通費等の支給はありません。ボランティアに興味のある人や、同年代の通費等の支給はありません。ボランティアに興味のある人や、同年代の
友達が欲しいという人も大歓迎です！一人でも友だちとでも参加できます。友達が欲しいという人も大歓迎です！一人でも友だちとでも参加できます。

令和６年日田市「２０歳のつどい」実行委員を募集します令和６年日田市「２０歳のつどい」実行委員を募集します

■■対象　　　対象　　　平成１５年４月２日から平成１６年４月１日までに生まれた人平成１５年４月２日から平成１６年４月１日までに生まれた人
■■募集数募集数　　８〜１０人程度（応募多数の場合は抽選）　　８〜１０人程度（応募多数の場合は抽選）
■■活動内容活動内容　サブタイトルの立案、記念品の選定、式典の企画・運営、式典当日の進行　等　サブタイトルの立案、記念品の選定、式典の企画・運営、式典当日の進行　等
■ ■ 申込方法申込方法　市ホームページの専用フォームから申込み　市ホームページの専用フォームから申込み
■ ■ 申込期限申込期限　８月21日㈪　８月21日㈪

　　社会教育課生涯学習推進係社会教育課生涯学習推進係☎☎㉒㉒６８６８（アオーゼ１階）６８６８（アオーゼ１階）

令和６年日田市「２０歳のつどい」令和６年日田市「２０歳のつどい」
■■ときとき　令和６年１月７日㈰　午前１１時から　令和６年１月７日㈰　午前１１時から
■■ところところ　パトリア日田　　パトリア日田　
■■  対象　対象　平成１５年４月２日から平成１５年４月２日から
             平成１６年４月１日までに生まれた人             平成１６年４月１日までに生まれた人

■■市外在住の人へ　 住所を市外に異動している人は、市ホームページの専用市外在住の人へ　 住所を市外に異動している人は、市ホームページの専用
フォームから申込みが必要 【フォームから申込みが必要 【申込期限申込期限／１１月２２日㈬】／１１月２２日㈬】

※※  式典参加において、不安や心配なこと等がある人は、事前に相談をお受式典参加において、不安や心配なこと等がある人は、事前に相談をお受
けします。詳細は市ホームページをご覧ください。けします。詳細は市ホームページをご覧ください。

問

● 趣味や得意なことで楽しく日田市
の地域づくりに関わりたい人

● まちづくり、地域づくりに興味があ
る人

● この数年新たに日田市の住民にな
り地域と繋がりたい人

● その他、日田市在住・在勤なら、
誰でも！

対象

託児希望の人は、一週間前までに
お申し込みください。託児

市内在住の対象者には、12月上旬に案内状を送付します。市内在住の対象者には、12月上旬に案内状を送付します。

市ホームページはこちら市ホームページはこちら▶▶
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Information 8.１ 次回の広報ひた8月15日号は、8月16日㈬に発送します。

置
し
ま
す
。
詳
細
は
、市
医
師
会
又
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
）を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※ 

受
診
の
際
は
、事
前
に
必
ず
各
医
療
機
関
に

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
医
師
会
☎
㉔
２
２
２
８

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
相
談
総
合
窓
口

　
☎
㉒
８
２
４
３
・
㉒
８
２
８
１（
市
役
所
３
階
）

８
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

在
宅
で
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
重
度

の
障
が
い
が
あ
る
人
な
ど
に
対
し
て
支
給
さ
れ

る
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当（
５

～
７
月
分
）を
振
り
込
み
ま
す
の
で
、ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
支
給
日
　
８
月
10
日
㈭

※ 

次
の
よ
う
な
場
合
は
支
給
対
象
か
ら
外
れ
ま

す
の
で
、左
記
に
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出

・
病
院
等
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院

・ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
障
害
者
支
援
施
設

な
ど
に
入
所

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
☎
㉒
８
２
９
０

　
℻
㉒
８
２
５
８（
市
役
所
１
階
）

児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
の

現
況
届
は
８
月
中
に
提
出
を

現
在
、次
の
①
～
③
を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
、

「
現
況
届
の
お
知
ら
せ
」を
送
付
し
て
い
ま
す
。

指
定
さ
れ
た
日
時
・
場
所
で
届
出
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

①
児
童
扶
養
手
当

　 

ひ
と
り
親
家
庭（
18
歳
に
達
し
た
日
以
降
の

最
初
の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
家
庭
）に
支
給
さ
れ
る
手
当

※ 

届
出
を
行
わ
な
い
場
合
、引
き
続
き
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
、11
月
以
降
の
受
給
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

　 

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童
及
び
父
母
の
い

な
い
児
童
の
医
療
費
を
助
成
す
る
制
度

※ 

①
と
②
の
両
方
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、一

緒
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、①
と

②
は
、所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

　 

心
身
に
障
が
い
が
あ
り
、日
常
生
活
で
常
に

介
護
を
必
要
と
す
る
満
20
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
す
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当

※ 

対
象
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
や

障
が
い
を
理
由
に
年
金
を
受
給
で
き
る
場
合

は
、対
象
外
で
す
。ま
た
、手
当
額
は
障
が

い
の
程
度
や
所
得
で
決
定
し
ま
す
。

問�

こ
ど
も
家
庭
相
談
室
こ
ど
も
家
庭
相
談
係

（
①
・
②
に
関
す
る
こ
と
）

　
☎
㉒
８
２
９
２（
市
役
所
１
階
）

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係（
③
に
関
す
る
こ
と
）

　
☎
㉒
８
２
９
０（
市
役
所
１
階
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た

最
近
物
忘
れ
が
気
に
な
る
、認
知
症
の
人
へ
の

接
し
方
が
分
か
ら
な
い
な
ど
の
不
安
や
悩
み
を

抱
え
て
い
る
人
は
、気
軽
に
相
談
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
申
込
不
要
で
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
と
き
　

8
月
6
日
㈰
　
午
後
２
時
～
４
時

■
と
こ
ろ
　
桂
林
公
民
館
　
集
会
室

■
参
加
費
　
無
料

問�

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
実
行
委
員
会
事
務
局

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
花
）☎
㉖
３
５
０
１

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９（
市
役
所
１
階
）

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善

事
業
の
参
加
者
募
集

日
本
遺
族
会
は
、先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し

た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、父
等
が
戦
没
し

た
旧
戦
域
を
訪
れ
、慰
霊
追
悼
と
同
地
域
の
住

民
と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
戦

没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※ 

詳
細
は
、日
本
遺
族
会
事
務
局
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
遺
族
会
事
務
局

　
☎
０
３
‐
３
２
６
１
‐
５
５
２
１

　 

社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３（
市
役
所
１
階
）

「
と
き
め
き
作
品
展
」出
展
作
品
募
集

障
が
い
者
の
文
化
活
動
発
表
の
場
と
し
て
開
催

さ
れ
る
、「
と
き
め
き
作
品
展
」の
出
展
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
８
日
㈬
～
19
日
㈰

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
立
美
術
館（
大
分
市
）

■
募
集
作
品

　
絵
画
、工
芸
、写
真
、書
、陶
芸
、合
作

■ 

応
募
資
格
　
県
内
在
住
又
は
県
内
施
設
を
利

用
し
て
い
る
障
が
い
の
あ
る
人

※
障
が
い
の
種
別
や
等
級
は
問
い
ま
せ
ん
。

■ 

応
募
方
法
　
左
記
又
は
各
振
興
局
に
備
付
け

の
申
込
書
に
作
品
の
写
真
を
添
え
て
、窓
口

又
は
メ
ー
ル
で
申
込
み

※ 

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
下

記
二
次
元
コ
ー
ド
）か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限
　

8
月
31
日
㈭

※ 

振
興
局
に
申
込
み
の
場
合
は
8
月
24
日
㈭
ま
で
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０

　
℻
㉒
８
２
５
８（
市
役
所
１
階
）

　
🅼🅼syakaifukusi@

city.hita.lg.jp

た
ま
ご
学
級

と
も
に
参
加
費
は
無
料
で
、定
員
は
15
組
程
度

で
す
。
８
月
18
日
㈮
ま
で
に
、電
子
申
請（
各

二
次
元
コ
ー
ド
）又
は
左
記
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
事
故
予
防
編
】

妊
婦
及
び
２
歳
ま
で
の
乳
幼
児
が
い
る
家
族
を

対
象
に
、安
心
し
て
子
供
を
育
て
ら
れ
る
よ
う

に
子
供
の
事
故
予
防
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
内
容
　
子
供
の
事
故
予
防
の
話

　
　
　
　
子
供
の
心
肺
蘇
生
法

　
　
　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

■
と
き
　
８
月
27
日
㈰

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
日
田
消
防
署

【
マ
タ
ニ
テ
ィ
編
】

妊
婦
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、妊
娠
中
の
不
安

を
解
消
し
、健
康
に
過
ご
し
て
安
心
し
て
赤
ち
ゃ

ん
を
産
み
育
て
る
た
め
の
、出
産
準
備
・
育
児

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
内
容

・
第
１
回
　
妊
娠
中
の
歯
科
と
栄
養
に
つ
い
て

・ 

第
２
回
　
出
産
に
む
け
て
の
お
話

　
　
　
　   

赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方

　
　
　
　   

お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験

■
と
き

・
第
１
回
　
９
月
１
日
㈮

・ 

第
２
回
　
９
月
８
日
㈮
・
15
日
㈮
・
22
日
㈮

　
の
い
ず
れ
か
１
日

※  

と
も
に
午
後
７
時
～
８
時
30
分
。
第
１
回
は

全
員
参
加
、第
２
回
は
１
日
５
組
程
度
に
分

け
て
実
施
し
ま
す
。
申
込
み
確
認
後
、保
健

師
か
ら
日
程
調
整
の
連
絡
を
し
ま
す
。

■
と
こ
ろ
　

・
第
１
回
　
市
役
所
７
階
　
大
会
議
室
　

・
第
２
回
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

▲
日
田
市
医
師
会

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

くらしの情報市ホームページ（右記二次元コード）　https://www.city.hita.oita.jp/
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時
間
帯
）ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
8
月
の
開
庁
日

・
8
月
10
日
㈭
・
24
日
㈭
・
31
日
㈭

　
午
後
５
時
30
分
～
７
時
30
分

・
８
月
19
日
㈯
・
27
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３（
市
役
所
１
階
）

雨
水
を
有
効
活
用
し
、減
災
を
！

多
発
す
る
集
中
豪
雨
に
対
し
、雨
水
の
流
出
を

抑
え
る
た
め
に
雨
水
の
有
効
活
用
に
取
り
組
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
雨
水
貯
留
槽
、雨
水
浸
透
ま

す
、雨
水
浸
透
管
を
設
置
す
る
世
帯
に
設
置
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。た
め
た
雨
水
は
、

庭
木
へ
の
散
水
や
打
ち
水
、災
害
時
の
非
常
用

水
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

■  

対
象
　
日
田
市
公
共
下
水
道
事
業
計
画
区
域

内
の
宅
地
又
は
雑
種
地

■ 

申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、左
記
に
提
出
又
は
送
付

※ 

詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
下

記
二
次
元
コ
ー
ド
）を
確
認
又
は

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
施
設
工
務
課
下
水
道
係

　
☎
㉒
８
１
０
２（
市
役
所
５
階
）

お
盆
期
間
の

発
熱
外
来
対
応
医
療
機
関
の
追
加

広
報
ひ
た
７
月
15
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た「
日

曜
・
祝
日
当
番
医
」と
は
別
に
、８
月
11
日
～
15

日（
午
前
中
）の
間
、発
熱
等
の
症
状
が
あ
る
場

合
に
受
診
で
き
る
医
療
機
関（
発
熱
外
来
）を
設

畜
産
堆
肥
の
購
入
を
補
助
し
ま
す

耕
種
農
家
と
畜
産
農
家
の
連
携
に
よ
る
循
環
型

農
業
を
推
進
す
る
た
め
、集
落
営
農
組
織
や
農

業
者
の
団
体
、個
人
の
農
業
者
が
市
内
で
生
産

し
た
畜
産
堆
肥
を
施
用
す
る
場
合
の
費
用
を
補

助
し
ま
す
。

■
補
助
額
　
１
ト
ン
当
た
り
１
０
０
０
円

※ 

１
ト
ン
当
た
り
２
０
０
０
円
以
上
の
堆
肥
が

対
象
で
す
。

■ 

必
要
書
類
　
散
布
前
・
散
布
中
・
散
布
後
の

写
真
、堆
肥
を
購
入
し
た
請
求
書
・
領
収
書

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
課
内
水
面
・
畜
産
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
１
１（
市
役
所
３
階
）

地
震
防
災
対
策
の
現
状
調
査
に
係
る

住
民
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト

内
閣
府
で
は
、今
後
の
防
災
対
策
に
向
け
て
、

皆
さ
ん
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、避
難
意
識

等
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
是
非
、意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

回
答
方
法

　 

電
子
回
答（
下
記
二
次
元
コ
ー
ド

又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
回
答

用
フ
ォ
ー
ム
）

■
回
答
期
限
　
８
月
31
日
㈭

問�

内
閣
府
政
策
統
括
官（
防
災
担
当
）付
参
事
官

（
防
災
計
画
担
当
）大
竹
・
吉
田

　
☎
０
３
‐
３
５
０
１
‐
６
９
９
６

　
防
災・危
機
管
理
課
防
災・危
機
管
理
係

　
☎
㉒
８
３
６
３（
市
役
所
４
階
）

【
予
約
制
】マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
受
取
り
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
受
取
り
が
次

の
時
間
外
・
休
日
に
で
き
ま
す
。
前
日（
開
庁

■ 

申
込
方
法
　
電
話
又
は
空
き
家
の
所
在
地
・

相
談
者
の
情
報・相
談
内
容・希
望
の
相
談
時

間
帯
を
記
入
の
上
、フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
８
月
21
日
㈪

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係
☎
㉒
８
２
２
６

　
℻
㉒
８
２
４
７（
市
役
所
５
階
）

税
務
署
で
の
相
談
は
事
前
予
約
を

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

や
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
、電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、国
税
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
書
類
や
事
実
関
係
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、日
田
税
務
署
で

面
接
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、相

談
時
間
の
確
保
及
び
待
ち
時
間
短
縮
の
た
め
、

事
前
予
約
制
と
し
て
い
ま
す
。な
お
、イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
及
び
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関

す
る
質
問
は
、イ
ン
ボ
イ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
自
動
音
声
案
内
の
３
番
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
日
田
税
務
署
☎
㉓
２
１
３
６

　【
自
動
音
声
案
内
】

　
１
…
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

　
２
…
日
田
税
務
署

　
３
…
イ
ン
ボ
イ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
税
務
課
税
制
窓
口
係

　
☎
㉒
８
３
９
７（
市
役
所
１
階
）

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

毎
年
８
月
と
９
月
に
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と

発
生
防
止
・
解
消
、違
反
転
用
発
生
防
止
の
た

め「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル（
利
用
状
況
調
査
）」を
実

施
し
て
い
ま
す
。
農
業
委
員
会
が
市
内
全
域
の

農
地
の
状
況
を
確
認
し
ま
す
の
で
、農
地
へ
の

立
ち
入
り
の
際
は
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、日
頃
か
ら
草
刈
り
等
、農
地
の
適
正
な

管
理
も
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
㉒
８
２
１
３（
市
役
所
３
階
）

原
爆
死
没
者
・
戦
没
者
の
慰
霊
と

平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

広
島
、長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
、今
年
で
78

年
を
迎
え
ま
す
。
原
爆
死
没
者
、戦
没
者
の
霊

を
慰
め
、世
界
恒
久
平
和
の
実
現
を
祈
念
す
る

た
め「
広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日

時
」と「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」

に
サ
イ
レ
ン
を
１
分
間
鳴
ら
し
ま
す
。
職
場
や

家
庭
等
で
敬
け
ん
な
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
と
き

・
８
月
６
日
㈰
　
午
前
８
時
15
分

・
８
月
９
日
㈬
　
午
前
11
時
２
分

・
８
月
15
日
㈫
　
正
午

※ 

サ
イ
レ
ン
の
前
に
事
前
案
内
放
送
を
行
い
ま
す
。

※ 

淡
窓
図
書
館
で
は
、非
核
や
平
和
に
関
す
る

図
書
の
貸
出
し
を
し
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
行
政
係

　
☎
㉒
８
２
０
１（
市
役
所
４
階
）

　
淡
窓
図
書
館
☎
㉒
２
４
９
７

空
き
家
の
無
料
相
談
会

法
務・不
動
産
の
専
門
家
が
空
き
家
の
利
活
用

や
相
続
関
係
の
相
談
に
応
じ
る
、「
空
き
家
の
無

料
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。
親
族
が
集
ま
る

お
盆
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
利
用
し
て
、今
後
の
建

物
の
将
来
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
登
記
が
何
代
も
前
の
故
人
の
ま
ま
」「
売
買・賃

貸
し
た
い
」「
解
体
し
た
い
」「
誰
に
相
談
す
れ
ば

良
い
の
か
分
か
ら
な
い
」な
ど
、お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■ 

対
象
　
市
内
に
空
き
家
又
は
今
後
空
き
家
と

な
る
物
件
を
所
有
し
て
い
る
人

■
と
き
　
８
月
23
日
㈬

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
ロ
ビ
ー

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉
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了
し
た
人
及
び
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
に

お
い
て
配
管
科
を
修
了
し
た
人

④ 

農
業
集
落
排
水
施
設
等
の
工
事
の
設
計
又
は

施
工
に
関
し
、実
務
経
験（
高
等
学
校
等
を

卒
業
し
た
人
は
１
年
以
上
、そ
の
他
の
人
は

２
年
以
上
）を
有
す
る
人

■
受
験
手
数
料
　
５
０
０
０
円

■
申
込
方
法

　
左
記
に
備
付
け
の
申
込
用
紙
で
申
込
み

■
申
込
期
間
　
８
月
28
日
㈪
～
９
月
８
日
㈮

問
施
設
工
務
課
下
水
道
係

　
☎
㉒
８
１
０
２（
市
役
所
５
階
）

た
け
の
こ
生
産
竹
林
楽が
っ
こ
う校

た
け
の
こ
の
生
産
な
ど
、地
域
の
荒
廃
し
た
竹

林
を
再
生
し
、有
効
活
用
し
た
い
人
を
対
象
に

研
修
を
行
い
ま
す
。

■ 

と
き
　
９
月
下
旬
、10
月
中
旬
、３
月
下
旬

の
計
３
回

す
。
詳
細
は
、人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
）を
ご
覧

に
な
る
か
、熊
本
国
税
局
人
事
第
二

課
試
験
研
修
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
８
月
14
日
㈪

問
熊
本
国
税
局
人
事
第
２
課
試
験
研
修
係

　
☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
６
１
７
１

　日
田
税
務
署（
自
動
音
声
案
内
）

　
☎
㉓
２
１
３
６

　 

税
務
課
税
制
窓
口
係

　
☎
㉒
８
３
９
７（
市
役
所
１
階
）

●
第
１
０
１
回
住
ま
い
の
無
料
相
談
会

住
ま
い
の
雨
漏
り
、屋
根
・
壁
・
床
等
の
傷
み

に
つ
い
て
職
人
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
27
日
㈰
　
午
前
９
時
15
分
～
正
午
　

□
と
こ
ろ
　
桂
林
公
民
館

問
日
田
職
人
会（
原
田
）

　
☎
０
９
０
‐
７
９
８
２
‐
８
２
２
２

普
通
救
命
講
習
会

受
講
者
に
は
普
通
救
命
講
習
修
了
証
を
交
付
し

ま
す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
９
月
９
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

※
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
。

■
と
こ
ろ
　
日
田
消
防
署
１
階
　
会
議
室

■
募
集
数
　
30
人（
先
着
順
）

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
８
月
25
日
㈮ 

問
日
田
消
防
署
救
急
係

　
☎
㉔
２
２
０
４
　
℻
㉘
８
１
１
９

国
税
庁
経
験
者
採
用
試
験

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国
税
局
で
は
、国

税
庁
経
験
者
採
用
試
験
の
受
験
者
を
募
集
し
ま

■
と
こ
ろ（
現
地
集
合
）　
日
出
町
、豊
後
高
田
市

■ 

内
容
　
た
け
の
こ
生
産
・
竹
林
管
理
の
知
識
、

　
技
術
演
習
等

■
参
加
費
　
無
料（
交
通
費
自
己
負
担
）

■
募
集
数
　
40
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
選
考
。

■ 

申
込
方
法

　 

左
記
に
備
付
け
の
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、提
出

※ 

受
講
申
込
書
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
）か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
８
月
31
日
㈭

※ 

研
修
内
容
・
場
所
・
研
修
日
は
、都
合
に
よ
っ

て
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
西
部
振
興
局
林
業
・
木
材
・
椎
茸
班

　
☎
㉒
２
５
８
５

　🅼🅼atsum
ari-shion@

pref.oita.lg.jp

　 

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
３
６
２（
市
役
所
３
階
）

　精
しょうろう

霊トンボが舞いはじめ、日田ならではの郷土
料理の下ごしらえに取り掛かる、お盆の時期。お
盆も仕事に追われる人、お盆休みを利用して故
郷に帰ってきた家族や友人などと穏やかで賑や
かな時間を過ごす人。先祖の霊を家々に迎え祀
るとされるお盆には、様々な過ごし方があるよう
です。

　その一方で、「自分が故郷に帰ると家族に迷
惑がかかる」という心配から、故郷に帰ることが
できない人がいます。現在では感染はおろか発
病することもほとんどないとされる「ハンセン病」。
この病気は、症状が進むと体の一部が変形して
しまうことなどから、偏見や差別の対象にされるこ
とがありました。さらには、発生当時の誤った認
識に基づき、国が患者を一般社会から隔離し、
療養所に収容するなどの政策を強行したことで、
偏見や差別はより一層助長されてしまいました。

　その後、治療薬が登場し治療法も確立され、
平成8年には約90年続いた隔離政策に終止符
が打たれました。その2年後、療養所に入所する
人たちは、隔離政策などを進めてきた国に対し
責任を問う裁判を起こし、平成13年に「原告勝
訴」の判決が出されています。

　この判決を受け、ハンセン病患者とその家族は、
長く苦しめられてきた差別の「誤り」の広がりを期
待しましたが、偏見や差別は根強く残り、今でも
多くの人が療養所で暮らしています。療養所に
は、家族への良くない影響を考慮し本名や戸籍
を捨てた人もおり、故郷に帰れないばかりか、家
族との再会さえ果たせないまま時だけが過ぎてい
く現実も見られます。

　お隣の熊本県にある「国立療養所菊池恵
けいふうえん

楓園
（歴史資料館）」には、叶わなかった家族との生
活、誤った認識による誹謗中傷の中で、明るい
光を探し出そうとした人たちの努力とその記録が
展示されています。家族や友人、そして故郷に思
いを返すこの時期に、風化させてはいけないハン
セン病について考えてみてはいかがでしょうか。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

タ
ウ
ン
情
報

Information 8.１ 次回の広報ひた8月15日号は、8月16日㈬に発送します。

帰れない「故
ふるさと

郷」

くらしの情報市ホームページ（右記二次元コード）　https://www.city.hita.oita.jp/
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■
と
き
　

9
月
10
日
㈰
　
午
前
9
時
か
ら

■
と
こ
ろ
　
オ
ー
ト
ポ
リ
ス（
上
津
江
町
）

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
☎
㉒
８
４
４
２（
市
役
所
別
館
２
階
）

日
田
市
民
文
化
会
館（
パ
ト
リ
ア
日
田
）

の
指
定
管
理
者
を
募
集

日
田
市
民
文
化
会
館（
パ
ト
リ
ア
日
田
）に
つ
い

て
、令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
の
指
定
管
理
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
）を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
指
定
管
理
期
間
　

　
令
和
６
年
４
月
１
日
～

　
令
和
11
年
３
月
31
日（
５
年
間
）

問
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
共
通
試
験

■
と
き
　
10
月
29
日
㈰

　
午
前
10
時
15
分
～
午
後
０
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
Ｊ
：
Ｃ
О
М
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
３
階

　
大
会
議
室（
大
分
市
）

■ 

受
験
資
格
　
試
験
実
施
日
の
年
齢
が
満
20
歳

以
上
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

① 

高
等
学
校
等
を
卒
業
し
、排
水
設
備
工
事
等

の
設
計
又
は
施
工
に
関
し
、実
務
経
験（
土

木
、建
築
、設
備
、衛
生
工
学
科
等
を
卒
業

し
た
人
は
不
要
、そ
の
他
の
人
は
１
年
以
上
）

を
有
す
る
人

② 

排
水
設
備
工
事
等
の
設
計
又
は
施
工
に
関

し
、２
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
人

③ 

専
修
学
校
等
に
お
い
て
、土
木
課
程
等
を
修

■ 

参
加
企
業
　
う
ら
つ
か
工
房
、力
峰
彫
刻
、

㈲
高
村
木
材
、ベ
ス
ト
リ
ビ
ン
グ
㈱
、

　
小
鹿
田
黒
木
窯
、梶
原
食
品
、

　
㈱
ト
ラ
イ
ウ
ッ
ド
、相
澤
漆
芸
工
房
、

　
㈲
大
内
工
芸
、ア
ト
リ
エ
コ
ン
タ
ン
　
ほ
か

※ 

体
験
イ
ベ
ン
ト
の
中
に
は
、参
加

費
が
か
か
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
日
田
も
の
づ
く
り
探
検
隊
実
行
委
員
会

　
☎
０
５
０
‐
１
０
４
８
‐
７
７
５
７

　（Life D
esign Shop Areas

）

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係
　

　
☎
㉒
８
２
３
９（
市
役
所
３
階
）

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
ス
ポ

自
転
車
競
技
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が

日
田
で
開
催
さ
れ
ま
す
！

こ
れ
ま
で″
国
体
〟の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
き
た

「
国
民
体
育
大
会
」が
、「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
略
称
：
国
ス
ポ
）」に
名
称
が
変
更
さ
れ
、令

和
6
年
度
に
佐
賀
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。こ
の

う
ち
、自
転
車
競
技（
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
）は
、県

外
開
催
と
し
て
日
田
市
の
オ
ー
ト
ポ
リ
ス
で
行

わ
れ
ま
す
。
今
年
９
月
に
は
、リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、是
非
、会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

福
祉
と
保
育
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

福
祉
や
保
育
・
教
育
分
野
の
資
格
を
持
っ
て
い

る
人
、将
来
、福
祉
や
保
育
・
教
育
分
野
の
仕

事
を
目
指
す
学
生
を
対
象
に
、就
職
フ
ェ
ア
を

開
催
し
ま
す
。
予
約
・
履
歴
書
不
要
で
、服
装

自
由
で
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　

8
月
12
日
㈯

　
午
前
9
時
30
分
～
正
午

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※ 

参
加
施
設
等
の
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
）を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
㉔
７
０
２
６

　
こ
ど
も
未
来
課
子
育
て
政
策
係

　
☎
㉒
８
３
１
７（
市
役
所
1
階
）

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
陽（
ひ
な
た
）」か
ら
の
お
知
ら
せ

【
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
】

市
内
に
在
住
す
る
小
学
生
以
下
の
児
童
の
保
護

者
で
、子
供
と
の
関
わ
り
方
に
お
困
り
の
人
を

対
象
に
、講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
子
供
の
行

動
へ
の
対
応
を
学
び
、効
果
的
な
ほ
め
方
な
ど

具
体
的
な
養
育
ス
キ
ル
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

■
と
き
　
９
月
～
11
月
の
第
２・４
木
曜
日

　
午
前
10
時
30
分
～
正
午（
全
６
回
）

■
と
こ
ろ

　
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
「
陽（
ひ
な
た
）」　

※
中
央
児
童
館
横
。
　

■
講
師
　（
福
）清
浄
園
　
心
理
士

■
定
員
　
８
人（
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
受
講
料
　
無
料

※
託
児
を
希
望
す
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
子
育
て
相
談
会（
事
前
予
約
制
）】

市
内
に
在
住
す
る
小
学
生
以
下
の
児
童
の
保
護

者
で
、子
供
の
発
達
や
子
育
て
に
悩
み
を
抱
え

て
い
る
人
を
対
象
に
、相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
９
月
以
降
の
毎
月
第
１
火
曜
日
　

　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

■
と
こ
ろ

　
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
「
陽（
ひ
な
た
）」　

※
中
央
児
童
館
横
。

■
講
師
　（
福
）清
浄
園
　
心
理
士・社
会
福
祉
士

問
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
「
陽（
ひ
な
た
）」

　
☎
㉙
８
７
２
２

日
田
も
の
づ
く
り
の
祭
典

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

日
田
も
の
づ
く
り
探
検
隊
は
、「“
暮
ら
し
が
生

ま
れ
る
町
〟で
あ
る
日
田
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
」と

い
う
思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
回
、職
人

技
の
見
学
や
も
の
づ
く
り
体
験
、6
次
産
業
バ

ス
ツ
ア
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
　

8
月
18
日
㈮
～
20
日
㈰
　

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
工
場
に
よ
って
時
間
が
異
な
り
ま
す
。
　

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ（
総
合
案
内
所
）

健
康
・
福
祉

試
験
・
講
座

イ
ベ
ン
ト
・
募
集
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ホタルの新名所「桜滝」で観察会
　6月9日午後7時半から、日田市立博物館イベントの「ホ
タル観察会」が桜滝（天瀬町）で開催された。午後8時前
に一番ボタルが飛び始め、ピーク時には桜滝を背景に川
沿いの杉林を覆うようにホタルたちの大乱舞が見られた。
参加者は、ホタル写真家の石井幹

みきお
夫さんからホタルの生態

や鑑賞のポイントを聞きながら、幻想的な風景に見入って
いた。

おいしい牛乳を飲もう！
　６月１５日、日田酪農組合は、牛乳消費拡大キャンペー
ンで市長表敬訪問を行った。「６月は牛乳月間。我々が
愛情たっぷりに育てた牛から搾られたおいしい牛乳を、皆
さんにもたくさん飲んでほしい」と、市長へ牛乳やヨーグル
ト等、乳製品のセットを手渡した。日田酪農組合では今後
も、子供たちへの食育活動等、牛乳の消費拡大のイベント
を実施していく。

まちづくり活動交流会を開催！
　6月29日、市内でまちづくり活動に取り組む団体や活動
に興味のある市民を対象とした、「まちづくり活動交流会」
が開催された。山口覚

さとる
先生の進行のもと、活動の紹介や

日頃感じていることなど意見を交わし、新たな気付きや発
想が生まれ、終始笑顔あふれる温かい交流会となった。
今後は、8月10日から連続講座「まちのちいさなしごとづ
くり」の開講が予定されており、新規受講生を募集中。

ウクライナからの避難者　帰国の途に
　６月15日、ウクライナから日田市に避難していた家族全
員が、帰国の途についた。ロシアの軍事侵攻によって祖
国から避難を余儀なくされた６人が日田市で暮らし始めた
のが令和４年４月から。令和５年２月には２人が先に帰国
し、今回、残る４人も帰国したことで、日田市が受け入れ
た避難者全員が母国へ帰国した。最後はみんな笑顔で手
を振っていた。

撮影／石井幹夫
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圧巻のパフォーマンスを披露！
　6月25日、音楽ライブ「伊藤大輔Voice Solo」が、昭和
38年に建築された趣

おもむき
のある旧野田小学校で開催された。

これは、今後の交流人口の増加や地域資源の発掘を期待
し、うたう村実行委員会が企画。伊藤さんは、その場で自
分の声を録音しコーラスとして流すことができるループマシ
ンとマイク1本でのパフォーマンスを披露した。約50人の
来場者は、様 な々楽曲の「ひとりアカペラ」に魅了されていた。

会場がひとつになったコンサート
　６月25日、大山文化センターのリニューアルオープン１
周年記念として、大山文化センターホールで「森のコンサー
ト」が開催された。第１部が大山中学校吹奏楽部、第２部
が日田林工高等学校吹奏楽部という構成で行われた。ク
ラシックや「上を向いて歩こう」などのポピュラーな曲が披
露され、客席から手拍子や歓声が沸き、会場全体が盛り
上がりを見せた。

たくさんジャガイモがとれたよ
　６月1５日、おおやまこども園の園児26人が、中大山地
区の畑でジャガイモ掘りを体験した。このジャガイモは、大
山スマイルマルシェ実行委員会によって植えられたもの。
園児たちは笑顔いっぱいで楽しそうに土いじりをしながら、
たくさんのジャガイモを掘り上げた。収穫したジャガイモは
こども園でジャガバターなどにして食べたり、園児たちが自
宅に持ち帰ったりした。

特殊詐欺にご注意！
　６月１６日、集落支援員が開くカフェ「陽だまり」で、出
張寿学級が開催された。日田警察署中津江駐在所の藤
原氏が、高齢者14人に県内の詐欺被害等について講演。

「むらづくり役場まもる部会」の寸劇のメンバーでもある藤
原氏の一人芝居を交えた分かりやすい説明と、「高齢者
だけの世帯と思わせない」対策方法に、参加者は納得の
声を上げていた。

大山

中津江
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土で変わる元気な野菜
　6月2日、前津江公民館で “ 菌ちゃん先生 ”こと吉田
利
としみち

道さんを招き、「菌ちゃん野菜づくり学習会」が開催さ
れた。小学生を含む約50人が、土づくりの実践と講演
会に参加。時折、写真に収めたり、メモを取ったりしなが
ら熱心に聞いていた。今年は大野・赤石・出野と3会場
で土づくり、種まき、収穫の体験を行う予定で、前津江に
有機農業の実践者を増やす試みとなった。

日頃の訓練の大切さ
　6月4日、前津江全地区で防災避難訓練が行われた。
午前7時30分に訓練放送が流れると、住民はそれぞれの
地区公民館に集合。地区班長は訓練に参加した人数を確
認し、自治会長に報告する伝達訓練を行った。赤石地区
では消防団員も加わり、消火器を使っての消火訓練や防
災無線・防災ラジオの聞き取り状況の確認などを実施。
久しぶりの訓練で、参加者は真剣に取り組んでいた。

吊り橋マルシェにいらっしゃい！
　6月4日、天ヶ瀬温泉街の河川敷周辺で、被災した天ヶ
瀬温泉街にかつての賑わいを取り戻そうと、「吊り橋マル
シェ」が開催され、多くの雑貨店や飲食店などが出店。そ
の他、川釣り体験やテントサウナ、足湯体験など様々な催
しが行われ、多くの人たちの笑顔と活気であふれた。足湯
体験をした人は、満足そうに「とても気持ちがよかった」と
笑顔で話していた。

田植え後のお楽しみ
　６月２５日、出口コミュニティセンターで「さなぼり寄席」
が開催された。さなぼり寄席は“田植え後の骨休め”として
始まったもの。矢野大

たいわ
和さんをはじめとした県南落語協会

の落語家による楽しい噺
はなし

や、大分県出身歌手の上坂ゆみ
えさんによる歌謡ショーなどが行われた。会場では、懐か
しい歌を一緒に口ずさんだり、梅雨空を吹き飛ばすような
大きな笑い声が起こるなど楽しいひとときとなった。

前津江

天瀬
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意外と合うんです！ケチャップとマヨネーズ
　6月20日、日田市食生活改善推進協議会上津江支部
の会員を対象とした、料理研修会が行われた。この日は夏
野菜を使った料理メニューで、「豚肉のケチャマヨみそ炒め」
や「夏野菜のマリネ」などに挑戦。講師である健康保険課
の栄養士からの「料理の全部を薄味にせず、一品はしっか
り味付けしたものを作ることがポイントです」といった話に、
参加者は納得した様子だった。

自転車の交通ルールを守って安全に！
　6月15日、津江小中学校で小学生全児童（30人）を対
象に、交通安全教室が開催された。児童たちは、設置さ
れた横断歩道や信号機を使って自転車の乗り方について
学んだ。（公財）大分県交通安全協会日田支部の人から

「自転車は便利な乗り物だが、スピードの出し過ぎやちょっ
とした不注意が大きな事故につながります」との話があり、
児童たちは真剣に耳を傾けていた。

　6月18日と25日の両日にかけ、国県道及び市道沿線
の草刈り作業（道路環境美化事業）が、今年も町内4自治
会によって実施された。作業区間の道路延長は88km余
りで、毎年梅雨のこの時季と秋の年2回実施している。参
加者は「世帯数の減少や、高齢化によって参加できない世
帯も増えなかなか大変な状況」「道路の延長距離は昔と
変わらないが、参加者の人数が減ってしまったので、現状
のやり方がいつまで続くか不安」と口をそろえた。
　その一方で、比較的若い世代が多い集落では、１世帯か
ら複数人参加して草刈り作業を実施。
　作業を終えた小平上組集落では、参加者が「作業はき
つかったが、刈った後は道路も広く見え、気分もすっきりした」
と、晴れやかな表情を浮かべていた。

道路も気分もスッキリ！

上津江



大好き図書館！ 詳細は市ホームページ（右記二次元コード）をご確認ください。

淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前９時～午後７時（日曜日、祝日は午後６時まで）

手 話 で 話 そ う

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

動画も公開しています。
一緒にやってみましょう！

今月の手話

※�手話表現は、地域や年代で多少異なる場合があります。

おいでよ！
おはなし会

新刊情報
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8月の休館日（〇…休館日）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

□とき
　8月12日㈯
　午後3時〜
　8月26日㈯
　午前11時〜
□ところ
　児童コーナー

お星さまみたいな黄色い花。ラッパみたいな花。みんな
野菜の花だよ、なんの花かわかるかな？

いつも食べている野菜は、どの「部分」を食べているのかな？

科学の目で見ると、不思議がいっぱい！知る楽しさに出会
える、クイズ形式の認識えほん。

やさいのはな なんのはな？
宮崎祥子／構成・文
網野文絵／写真
株式会社岩崎書店／発行所

⑰ 「ここでお待ちください」
今回の紹介者は健康保険課の職員です。

片手人差し指で場所を指さし、片手５指を折り曲げ、
下に向けて軽く下ろします。

「位置」「場所」を表します。

片手４指の背をあごの
下に当てます。

ここで お待ち ください

少し頭を下げ、顔の正
面で斜めに構えた片手
を少し前へ出します。

●▶

【利用者カードをお持ちの人】
　図書館窓口でパスワード申請手続をすると、インターネット
でお探しの本を予約できます（貸出中の場合に限ります）。

【利用者カードをお持ちでない人】
　身分証明書（運転免許証、学生証等）を持参の上、図書
館窓口で利用者カードの申請手続をしてください。同時にパ
スワードの申請もできます。

パスワード申請後の予約方法
① 図書館蔵書検索システムのページから利用者カード番号と

パスワードを入力してログインします。
② メニューの資料検索の「蔵書検索・予約」を選択し、書名

又は著者名等で検索します。
③「貸出×」の表示の場合が貸出中ですので、予約すること  
　ができます。
インターネット予約で次のことができます
・ 予約した本の予約順番、現在借りている本の返却予定日

等の確認
・ 予約した本についての図書館からの連絡をメールで受取り

インターネットサービス
　利用者カードを持っていない人も「図書館蔵書検索システム」

（右記二次元コード）で次のことができます。
・探したい本の検索
・本の新着情報の案内
・予約者数の状況等の確認

インターネットによる本の予約方法を知っていますか？
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ

Ｊ
Ｉ
Ｎ

―
日
田
の  

輝
き
人

輝
き
人  

を
紹
介
し
ま
す
―

困ったときはご相談ください 日田市消費生活センター（市役所６階）☎㉒９３９３（相談専用）

消費者トラブルに役立つ情報や、日常生活にかかわりの深いテーマを取り上げ紹介します

どこに相談して良いか分からない場
合は、一人で悩まずに、消費者ホット
ライン188番（消費者庁が消費者に
お近くの消費生活相談窓口を案内す
る目的で作った電話番号）をご利用
ください。

もしも、契約によって
トラブルに巻き込まれた場合は？
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平
成
29
年
に
福
岡
市
か
ら
大
山
町
に
移
住
し
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任

期
後
、定
住
し
た
草
野
貴たか
ひ
ろ弘さ
ん
・
亜あ
り
さ
李
砂
さ
ん
夫
妻
を
紹
介
し
ま
す
。

ジ
ビ
エ
の
普
及
、
価
値
の
向
上
。
野
良
カ
フ
ェ
出
店

を
通
じ
て
楽
し
く
暮
ら
せ
る
場
所
づ
く
り 

―
。

◆ 

移
住
の
き
っ
か
け

　
私（
貴
弘
）の
母
も
上
津
江
町

に
移
住
し
て
お
り
、日
田
市
の

移
住
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
こ
と
を

紹
介
し
て
も
ら
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。
当
時
、夫
婦
と
も

に
仕
事
が
多
忙
で
、マ
ン
ネ
リ

を
感
じ
、何
か
環
境
を
変
え
て

み
た
い
と
、友
だ
ち
と
参
加
。

移
住
ツ
ア
ー
の
中
で
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
人
と
話
す
機
会
が

あ
り
、興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

◆ 

移
住
後
の
暮
ら
し

　
移
住
後
、地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
妻
は
観
光
課
、私
は

上
津
江
道
の
駅
配
属
に
な
り
、

中
間
地
点
の
大
山
町
の
空
き
家

バ
ン
ク
物
件
を
購
入
。
自
然
豊

か
な
場
所
で
ダ
ム
湖
を
望
め
る

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
も
あ
り
、福
岡

の
友
達
や
移
住
者
仲
間
が
よ
く

遊
び
に
来
ま
す
。
仕
事
も
楽
し

く
、好
き
な
と
こ
ろ
で
の
び
の

び
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

◆
今
、取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

　
妻
は
、そ
の
日
の
気
分
に
合

わ
せ
て
営
業
す
る
、ま
さ
に“
野

良
〟み
た
い
な
営
業
ス
タ
イ
ル

の「
野
良
カ
フ
ェ
」を
営
業
し
て

い
て
、週
末
や
イ
ベ
ン
ト
時
に

も
出
店
し
て
い
ま
す
。
私
は

元
々
興
味
が
あ
っ
た
狩
猟
免
許

を
取
得
。
本
物
の
美
味
し
い
ジ

ビ
エ
を
提
供
し「
ジ
ビ
エ
の
価

値
」を
上
げ
て
い
く
た
め
に
、狩

猟
か
ら
解
体
、販
売
ま
で
を
行

う“
猟
師
の
直
売
所
〟と
し
て「
奥

日
田
獣
肉
店
」を
経
営
し
て
い

ま
す
。ま
た
、ジ
ビ
エ
の
解
体

所
や
野
良
カ
フ
ェ
の
移
動
販
売

車
は
、ほ
ぼ
自
分
た
ち
で
Ｄ
Ｉ

Ｙ
し
ま
し
た
。

◆ 

ひ
た
暮
ら
し
で
伝
え
た
い
こ
と

　
幸
せ
の
形
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で

あ
る
こ
と
。
移
住
は
転
居
・
転

職
と
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
す
が
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
等
も
あ
る

の
で
、何
か
環
境
を
変
え
た
い

人
、の
び
の
び
暮
ら
し
た
い
人

が
い
れ
ば
楽
し
く
取
り
組
ん
で

み
て
ほ
し
い
で
す
。
自
分
の
姿

を
見
て
移
住
や
猟
師
に
取
り
組

む
若
い
人
が
増
え
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　成年年齢の引下げ以降、（独）国民生活センターには
18・19歳の人たちから「脱毛エステ」等の美容に関する
相談や「副業」等のもうけ話、「出会い系サイト・アプリ」
等の相談が多く寄せられています。
　契約はその後のことを考えて慎重に検討し、不安があ
れば周りに相談しましょう。契約前でも後でも、困った際
には消費生活センター等にご相談ください。

成年年齢引下げから1年が経ちました！

見守り
瓦版⑦

右記二次元コードから「先輩移
住者のひた暮らし」も見てね！
問ひた暮らし推進室移住促進係
　☎㉒８３８３（市役所 6 階）



♥…乳幼児対象♣…小学生対象★…事前予約必要

　児童館の利用には、年１回登録申請書を提出してください。松原児童館（☎�２９２２）は毎週土曜日のみ開
館しています。詳細は、市ホームページ（右記二次元コード）をご確認ください。

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

中央児童館 
☎㉗６４０６ ℻㉗６４１６

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

天瀬児童館 
☎�８９２２ ℻�８９２２

９:30～12:３0、1４:00～1６:０0
土・日曜日、祝日休館

丸の内子育て支援センター 
☎㉓１８９０　℻㉘５１５５

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館 
☎�２９０１ ℻�２９０１

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

チャイルドプラザ 
☎㉕５３００ ℻㉕５３０１

９:30～12:３0、13:00～15:００
土・日曜日、祝日休館

ひのくま子育て支援センター 
☎㉒７５６５ ℻㉒７５６５

子育てを応援します！児童館・支援施設
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■人口　61,368人
　（前月比-40人）
・男　29,190人
・女　32,178人

■世帯数
　27,548世帯 

日日田市の人口田市の人口（（令和５年6月30日現在）令和５年6月30日現在）

8月の主な催し

★うたとおはなし会　8日㈫　11:00〜11:30
★わらべうたあそび　21日㈪　10:30〜11:30
★ツインズクラブ
　23日㈬　13:30〜15:00
★リトミック
　28日㈪　11:30〜12:00
◦プールあそび
　〜23日㈬　10:00〜11:30
※ 行事がない日は毎日プール

に入ることができます。

★パパといっしょ「夏の収穫祭」
　19日㈯　10:00〜12:00
★ぴよぴよ・ままんルーム
　「赤ちゃんの安全」
　「ファーストアート」　
　22日㈫　10:00〜12:00
★劇団バク「みにくいアヒルの子」
　24日㈭　10:00〜

★腰痛・肩痛予防の運動実技・講話
　8日㈫　10:00〜11:30
★ミニマネー講座
　22日㈫　10:00〜11:30
★パパとベビーマッサージ
　27日㈰　10:00〜11:30

♥お話し会
　9日㈬　10:30〜11:00
♣ビーズ工作
　19日㈯　10:00〜11:00
♥夏の制作
　30日㈬　10:30〜11:30

◦お話し会
　♥10日㈭　10:30〜11:00
　♣16日㈬　10:30〜11:00
♥すくすく相談
　25日㈮　10:00〜11:30
♥夏の制作
　31日㈭　10:30〜11:30

◦おもちゃ病院
　16日㈬　10:00〜15:00
♣★チャレンジキッズ
　１７日㈭　10:30〜11:30
♥★ベビーマッサージ教室
　23日㈬　10:30〜11:30
♥★音あそび（療育相談）
　25日㈮　11:00〜12:00

元気な日田っ子集まれ！
月生まれ HappyBirthday
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1歳 1歳 1歳

1歳

1歳

1歳
行武雅

まさたか
貴ちゃん藤原太

たろう
郎ちゃん

諌本大
たいせい

晴ちゃん吉川朔
さくと

人ちゃん田中琴
ことは

葉ちゃん城全絢
けんと

人ちゃん

8

問地方創生推進課シティセールス係
　☎㉒８６２７（市役所６階）

※ 申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
※ 日田市に住所がある3歳までのお子さんが対象です。
※以前、掲載されたお子さんは対象外です。

月1日までに電子申請（右記二次元コード）からお申し込みください。▶
月に誕生日を迎える「元気な日田っ子」募集中！

橋本萌
も な

那ちゃん 松ヶ野 蒼
あお
ちゃん

2歳 2歳 2歳 3歳
豊福 瑞

すい
ちゃん堀 凱

かいと
斗ちゃん

髙森逢
あいか

叶ちゃん白石 蓮
れん
ちゃん

1歳

Hita Tube
【日田市公式動画チャンネル】
「ヒタチューブ」で検索

市公式SNSで情報を配信中！　防災情報、支援情報もお知らせします。

@hitacity_official 「日田市役所」で検索 @Hitacity_pr「日田市」で検索

1歳

9
10
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広報ひたは、資源保護のため植物油インキを
使用しています。

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル 
デザインフォントを採用しています。
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災害から命を守る
　テレビやラジオなどの天気予報のほか、気象庁のホームページ「キキクル（危険度分布）」、市ホームページや市公式
LINE、ひた防災メール、KCVのdボタン（防災・防犯・火災ページ）でも情報を収集できます。

防災の基本は情報収集から

ひた防災メール、河川・
ダム情報、まもメール（大
分県警察）、県民安全・
安心メール（大分県）と
連動し、発信された内
容を確認できます。火

災情報や避難情報などの確認もできます。

KCV
（11チャンネル）

防災
ラジオ

防災行政無線（屋外）と
同様の内容や、各自治
会独自の放送を行ってい
ます。
一世帯一台無償貸与し

ていますので、申請がお済みでない人は、防災・
危機管理課（☎㉒８３６３）にご連絡ください。

市ホームページ・市公式SNS

市ホームページでは、避難情報や気象情報、被害情報、
道路交通情報等を「防災速報」や「緊急情報」として
発信しています。
また、市公式 LINE、Facebook、TwitterなどのSNS
を活用し、行政情報を発信しています。

市公式LINE友だち登録はこちら▶

市公式SNSでは、
次のように画像の
色を分けて情報の
種類を表していま
す。情報収集の際
に、是非ご活用く
ださい。 青色枠：通常

赤色枠：気象警報、
高齢者等避難

灰色枠：災害発生又
は切迫、緊急安全確保

黄色枠：注意喚起

紫色枠：土砂災害
警戒情報、避難指示

災害時の情報発信

防災行政無線　電話応答システム
防災行政無線の放送が聞こえにくいときや、聞き
逃したときなどに下記ダイヤル番号に電話をかけ
ることで、新しい順に放送内容を確認できます。

確認ダイヤル☎㉕５０４０　
火災専用ダイヤル☎㉓４１００

☎

スマホ版  川の防災情報
降雨の状況や筑後川の水位
状況を確認できます。

※ 国が管理する筑後川で、氾濫の危険が高まっ
たとき、緊急速報メールが自動配信されます。

　地方創生推進課シティセールス係
　☎㉒８６２７（市役所６階）　
　防災・危機管理課防災・危機管理係
　☎㉒８３６３（市役所４階）

問

広報ひたは、資源保護のため植物油インキを
使用しています。

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル 
デザインフォントを採用しています。

気象警報や震度情報、防災行
政無線の放送内容をメールでお
知らせします。「bousai.hita-
city@raiden3.ktaiwork.jp」
に空メールを送信し、返信された
メールから登録してください。

ひた防災
メール

※ 返信メールが届かない場合は、「@raiden3.
ktaiwork.jp」からの受信許可設定を行ってくだ
さい。


